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 It has been well known that solid parahydrogen exhibits extremely sharp linewidth in 
infrared absorption spectra. Not only hydrogen molecules themselves, but also molecules embedded in 
solid parahydrogen show narrow linewidths that give us quite rich information on intermolecular 
interaction, molecular motion, and relaxation dynamics of molecules in quantum solid. Recently, we 
have found that molecular clusters show even narrower linewidths than isolated molecules in solid 
parahydrogen. Here, we used a newly constructed difference-frequency laser system using a 
PPLN(Periodically Poled Lithium Niobate) crystal to observe sharp transitions in solid parahydrogen. 
The performance of the PPLN DFG system will be discussed. 
 

  一般に、液体や固体などの凝縮相では、孤立分子に比べて線幅が太く、高分解能分光は不可能

である。しかし、量子固体である固体パラ水素は、特別な媒質で、その赤外領域の線幅は非常に小

さく、超高分解能分光が可能であることが知られている。これまで固体パラ水素および固体パラ水素

に捕捉された分子の高分解能分光が報告されている。観測されたスペクトルは複雑な構造を持ち、

その解析から通常得ることのできない凝縮相における情報を得ることができる。その解析から分子間

相互作用、分子運動、緩和ダイナミックスなどについて、通常得ることのできない凝縮相における貴

重な情報を得ることができる。 

  本研究では、最近新たに導入した、PPLN(Periodically Poled Lithium Niobate)結晶を用いたチタン

サファイアリングレーザーと Nd:YAG リングレーザーの差周波レーザーシステム（PPLN DFG）を用い

て固体水素の高分解能分光を行った結果を報告する。PPLN DFG は、通常の LiNdO3 結晶を用いる

差周波レーザーよりも位相整合条件がゆるいため、簡便に比較的強い赤外光を得ることができる。

われわれの研究室では１W 前後の光を用いて１mＷ以上の赤外光を発生することができている。

Scan 幅はチタンサファイアレーザーの Scan 幅で決まっている。この PPLN DFG を用いて、（１）固体

水素中の D2 の高分解能分光、（２）固体水素中の CO クラスターの高分解能分光、（３）固体水素中

に捕捉したメタンによって誘起される水素の赤外吸収スペクトルの高分解能分光を行った。その結果

を報告する。 


